











































































































































































































































































































































　〈表 1〉によれば、論文数は 87件である。戦前期のものもあるが大半は戦後の 1980年代以降のもので、
1980年以前 2件、1980年代 8件、1990年代 20件、2000年代 31件、2010年代 26件となり、積極的に
研究が進められたのは 1990年代以降であることがわかる。
　また、論文の筆頭者の国籍を見ると、1980年代 8件はすべて日本人の研究者によるものであったが、







以下住宅史関係 24件、朝鮮建築会関係 8件、建築一般関係 7件、建築保存関係 5件、建築家関係 5件、



































6）　『A Study on the Ideological Background of Modernization of Korean Urban Dwellings through “Mnu- Hwaʼ
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能になった。それとともに、ソウルの日本人人口も 1904年 5,323人から 1910年 34,468に 6.5倍増加し、















































































































































































2）　出典：韓国国家記録院所蔵の記録物綴り「各国居留地に関する取調書類（1910年 12月から 1911年 3月）」（管
理番号：CJA0002274）
3）　Fig. 1出典：日本外務省外交史料館の所蔵の文書綴『郡山』（B-3-12-2-40）に所収。




























































　その一例として、1907年 5月 3日公布（同年 6月 1日施行）の群山各国居留地に適用された家屋建













































新報：市中の危険家屋取締、　同、 No. 1798, 1904. 4. 30, p. 2）。また、1907年 10月には台北市内の 187棟（417
戸）が取り壊し命令を受けている（同：取壊家屋の区分、　同、 No. 2829, 1907. 10. 6, p. 5）。さらに、1908
年 7月には台北市内の 109戸の家屋が「不潔家屋」として立ち退き命令を受けた（同：西門外街の立退家屋、
同、 No. 3052, 1808. 7. 4, p. 5）。大連では、大連民政署が 1911年 10月に大連市街地にあった 543棟を仮建築







































































































































































































月 15日）の第 2会場に使用されており、敷地内にあった望楼は 1938年 11月に移転完了が最終報告さ
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